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· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜外来情報＞

・森田　清助様～今朝から鼻水が出るとの事で、ＰＬ顆粒３Ｐ　３×毎食後7日分処方になっている。風邪症状なくなれば内服中止するように伝えている。
・野月　利章様～10：15本人様来院され、「体調が悪い。母から先生宛に手紙を預かってきたので、今日見てもらいたい」との事。主治医報告し、本日診察している。手紙には3週間前から本人の体調が悪く、内科受診した事、風呂を壊したりしている事が記載されている。本人様は、睡眠があまりとれていない、低体温、立ちくらみ等の症状を訴えている。抑肝散内服中止とし、ドグマチール（50）２Ｔ、メイラックス（1）２Ｔ　２×朝、夕食後処方している。

＜新患情報＞

・大坊　久美子様（54）　9月7日（月）窪田Ｄｒ　9：30来院、10：00診察予定

　現在、高次脳機能障害・てんかん、車いす生活の長女と2人暮らし。Ｈ23年東日本大震災の後位に婿に入り、一緒に会社（土木関係？）を経営していた夫が家を出て行った事をきっかけに、仕事内容を全く分からないまま切り盛りしなければならない状態となり、寝込むようになる。そんな状態を長女は心配していた様子。現在、会社は二男が切り盛りしている。その後夫が裁判を起こし、裁判所より書類等が送られて来る事が苦痛となっていた。2年程前には看護師をしていた長女（現在同居中）が練炭自殺を図り、一酸化酸素中毒にて植物状態となる。その後徐々に意識回復したが、オムツをしている状態を見て、本人が“障害者にしたくない”“娘と一緒にいたい”との思いが強く、長女を自宅へ連れて帰り本人が面倒を見ていた。現在はリハビリ等により、車いす使用まで回復している。長女の世話をしている事で精一杯な中、裁判所より調停の書類等が送られてくる事があり、疲弊していた。上記状態から1～2ヶ月程前より夜間の中途覚醒頻回・足の浮腫・頭痛・怖い夢ばかり見る・心配事があると体に力が入らない状態となり、うずくまって動けなくなる…といった症状が出現。近所の方より精神科への受診を勧められ、八戸赤十字病院受診したものの“紹介状がないと見ない”と言われ、当院へ受診相談に至る。
・矢神　泰庸様（48）　9月9日（水）　田名部Ｄｒ　12：00来院、診察予定
　18歳で東京に上京し、ガソリンスタンドに就職し、石油の営業、経理担当として勤務。34歳で退職し帰八。1年間無職をし、その後現在の職場である、特別養護老人ホーム　寿楽荘へ介護員として就職。現在はケアマネージャーとして勤務されている。初飲は18歳、その後は機会飲酒程度であった。20歳頃から飲酒回数、量共に増加するも、トラブルはなし。30歳頃から飲まないと眠れない為、毎日飲酒するようになる。少ない日で日本酒2、3合、多い日は日本酒１升飲んでいた。5、6年前に不安症であり、眠れないとマナクリニック初診する。セルシン、ハルシオン等処方され、不定期に通院継続していた。最後に受診したのは2年前。2年前に同院担当医に眠れないから飲酒している状態の為、アルコール依存症傾向だからＡＡや断酒会に参加してみたらと言われ、月に1回位は参加するようにしていた。最後に出席したのはＨ27年春頃。以降は参加しておらず、Ｈ27年８月以降は飲酒していない。離脱症状は特になかったと話す。断酒後は夜間良眠できている。今回、職場上司より完全に断酒するように言われ、本人も受診を希望され、当院へ受診相談される。
・榊　萌様（26）　9月11日（金）伊藤Ｄｒ　9：30来院、10：30診察予定

　地元の小、中、聖ウルスラ学院高校卒業。幼少時から現在も、入浴時に顔に水をつける事に抵抗があり、怖いと感じる。中学２年時までシャワーを上から浴びる事が出来なかった。成績は小、中、高校通して中の下。在学時先生に指摘を受ける事や忘れ物が多いといった事はないとの事。得意：暗記する事、苦手：英語、計算する事。幼少時、小学校時は同学年ではなく、年下の友達と遊んでいた。友人はいた。小学校５年時、クラスの女子にお風呂を３日に１回しか入っていない事を伝えたところ、『（さわれば）腐る』等と言われるようになり、結果クラス全員から虐めを受けるようになる。中学に入っても虐めは続き、集団が怖く感じていたが、部活の友人がおり、通学は毎日行っていた。高校に進学後も虐めは続いたが、仲の良い友人もおり、通学はしていた。高校２年時から世界の人と話せると感じるようになる。本人様いわく、架空の人物と話しができると考えていたと話す。実際、高校２年時から毎日、自分の中の自分なのかわからないが、自分以外の声が聴こえるようになる。マイナスな事は言わずに、つらい時には励ましてくれるような声をかけてくれると言う。聞こえ始めの頃、病院に行った方がいいのかなと思い、八戸市立市民病院　精神科受診する。年頃の問題だと言われ、以後通院はせず。自分から話しかけないと、相手からは話しかけてきてはくれないが、自分が話しかければいつでも会話ができ、苦痛ではなく、当たり前の事になっているとの事。周りの目線が気になる事や見られている、悪口を言われている等の症状はない。高校３年になり、仲の良かった友人とクラスが変わり、１人で居る事が増え、３学期からは保健室登校や欠席するようになり、そのまま卒業。その後東京にある駒沢女子大学　人文学部　日本文化学科に進学、４年で卒業。２２歳で八戸市へ帰省し、割烹料理の見習いとして就職するも、厳しく１ヶ月半で退職。その後若者サポートステーション利用しながら就職活動するも、なかなか見つからず、Ｈ26.7月飲食店でアルバイト開始。レジ打ち間違いが頻繁であり、接客業務も大変である事から契約更新できず、半年間の契約で終了。Ｈ27.２月頃接客業のアルバイトを開始するも、同じような（レジ間違い等）ミスが続き、どうして自分は出来ないのかと思い、耐え切れず、自分で退職。同年４月インターネットで発達障害を見ていたら、自分があてはまるのではないかと疑い、湊病院初診する。診察のみ受け、アスペルガー症候群の軽度疑いがあると言われるも、心理検査や通院はなし。発達障害についての本を読めばいいと言われ、読んでみたが、自分としては結果も含め、微妙であり、鑑別診断目的にて当院へ受診相談される。心理検査等も出来るなら行ってみたいとの事。
＜入院予定＞

・若松　邦生様　9月8日（火）　9：30西病棟Ａユニットへ任意入院　

・吹越　弘友紀様　9月9日(水)　12：30東病棟Ｃユニットへ医療保護入院　

・加藤　京子様　9月9日（水）10：30東病棟Ｃユニットまたは合併症室へ医療保護入院　

・小川　満佐子様　9月1１日（金）　9：30東病棟Ｂユニットへ任意入院
・成田　武次様　9月12日（土）　12：00東病棟合併症室へ医療保護入院
